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はじめに
　本論の目的は，ジャワ医事奉公会が日本占領期ジャワにおける大政翼賛運
動の嚆矢と位置づけられることを，同会の設立過程から明らかにすることで
ある 1。
　日本占領期インドネシアのジャワでは，日本の大政翼賛会を模して結成さ
れたジャワ奉公会によって，地域住民の動員・統制・宣撫がなされたことが
知 ら れ て い る（ 西 嶋・ 岸 1959:218-220，Anderson 1961:13-15，Kanahele 
1967:218-220，Yuliastuti 1984, Frederick 1989:139-142，Sato 1994:71-75，Mark 
2003:568-570）。
　ジャワ奉公会は，1944 年 1 月に発案され同年 3 月に正式に発足したが，そ
の下部組織として位置づけられた隣組とともにジャワの大政翼賛運動を担っ
た（小林 2017）。
　しかし，日本のインドネシア統治は，1942 年 3 月から開始されており，ジャ
ワ奉公会設立までには 2 年間の空白がある。この 2 年間に，日本軍政当局が
実施した大政翼賛運動に関する政策を一瞥してみると，三亜運動の実施，民
族別諸団体（華僑総会，アラブ委員会，インド・ヨーロッパ委員会，邦人報
国会など）および社会諸団体（東条授産会，防衛戦士援護会，青年団，警防団，
婦人会，ジャワ医事奉公会，ジャワ教育奉公会，啓民文化指導所，ジャワ連
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合体育会）の結成，民衆総力結集運動の実施が確認できる。したがって，日
本占領期のジャワにおける大政翼賛運動は，ジャワ奉公会だけでなくジャワ
奉公会設立以前の三亜運動の実施，民族別諸団体および社会諸団体の結成，
民衆総力結集運動にまで遡り，それぞれの形成・発展過程を俯瞰した分析が
必要であろう。
　とくに，本論でとりあげるジャワ医事奉公会は，医師・歯科医・薬剤師と
いう特定の職能集団に構成員が限定されているが，初のインドネシア法人組
織として，ジャワ奉公会に先駆けて設立されている（Asia Raya 1944.8.4；
1944.8.11，ジャワ新聞 1943.8.4）。また，ジャワ医事奉公会は，全民族参加を
原則とする組織構成や奉公精神の強調など理念の点でも，日本占領期ジャワ
における大政翼賛運動の嚆矢と位置づけることができる。しかし，ジャワ医
事奉公会についてはこれまで詳細な研究がなされてこなかった。
　管見では，数少ない先行研究のなかでは，村上咲が日本占領期ジャワにお
ける軍政当局の衛生対策に関する論考（Murakami 2007: 12-14）や，辞典項
目の説明（Murakami 2010: 501,521-522, 574）でジャワ医事奉公会について言
及している。村上の研究や辞典項目の説明は，インドネシア語紙の「アシア・
ラヤ」（Asia Raya）と日本語紙「ジャワ新聞」に掲載されたジャワ医事奉公
会やインドネシア人医師の同会への見解に関する記事などを丹念に探索し，
同会の全体像を一定程度明らかにした成果として評価できる。しかし，史料
的な制約もあってか，いずれもジャワ医事奉公会の設立過程については素描
の域をでていないといううらみがある。
　また，ウァーウィック・アンダーソンとハンス・ポルスは，ジャワ医事奉
公会の事実上の前身といえるオランダ統治期のインドネシア医師会
（Vereeniging van Indonesische Geneeskundingen=VIG）の歴史的変遷や，衛
生教育などの活動の一端を論じている（Anderson and Pols 2012：108-111）。
アンダーソンとポルスは，インドネシア医師会の多くの会員が日本占領期に
おいても医師として従事していたことを明らかにしている（Anderson and 
Pols 2012：111）が，ジャワ医事奉公会については言及していない。
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　以上のような先行研究の状況をふまえて，本論では，日本占領期のジャワ
における大政翼賛運動の嚆矢と位置づけられるジャワ医事奉公会の設立過程
をあとづけていく。
　本論であつかう史資料について一言しておきたい。本論での論述にあたっ
ては，これまでの先行研究でほとんど使用されていない『「ジャワ」及「バリー
島」兵要衛生誌』2，『ジャワ医事奉公会雑誌』3 をおもに参照する。
　『「ジャワ」及「バリー島」兵要衛生誌』は，治集団軍医部が 1944 年に作
成した極秘文書で，当時のジャワとバリにおける衛生状況・疾病状況・医療
設備などが詳細に記載されており，管見では，日本占領期の軍政当局による
両地域の衛生工作の全体像をうかがい知ることのできる唯一の史料である。
　『ジャワ医事奉公会雑誌』は，ジャワ医事奉公会が 1944 年初頭に出版した
会誌である。同誌には，同会の設立過程全体が時系列でまとまって示されて
いること，一部ではあるが設立過程における議事録が採録されていること，
同会会長のアブドゥル・ラシッド（Abdul Rasjid），同会副会長のブンタラン・
マルトアトモジョ（Boentaran Martoatmodjo），オランダ統治期から高名な医
師であったモフタル（Mochtar）など同会執行部の講演が集成されていること，
治官報，Kan Po，新聞・雑誌には掲載されていない医事奉公会の誓約書や，
会員個人の発言などが記載されていることなどから，史料的価値はきわめて
高いといえる。
　本論の構成を示す。1では，民心把握の具現策として南方総軍に指示した「医
療及医薬対策」から，陸軍が「原住民」医療関係者の結社を容認したこと，
南方占領地における軍政要員に「原住民」を活用しようとしていたことをあ
とづける。2 では，「ジャワ医事奉公会令」の内容から，ジャワ医事奉公会が
日本占領期ジャワにおける最初の現地法人であったこと，活動の理念として，
「自由」「民主主義」といった西洋の精神性を捨てて，東洋の「共栄」の精神
への身体化を軍政当局が求めたことを論じる。3 では，ジャワ医事奉公会設
立委員会の発足の経緯と，ジャワ医事奉公会の設立目的を示す。4 では，ジャ
ワ医事奉公会設立総会の登壇者の演説内容から，奉公精神や全民族参加の原
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則が強調されていることを確認する。結語では，本論の知見のまとめと課題
を述べる。
1. 南方軍政における「民心把握」方針と「原住民」医療関係者の結社
　1943 年 6 月，南方各軍の上層部が出席して東京で総務部長等会議 4 が開催
された。同会議の目的は「民心把握，改訂経済対策要綱及現下経済指導特ニ
現地自給生産強化ニ関スル中央ノ方針徹底，現地軍政状況ノ聴取，中央現地
意思疎通」（陸軍省 1943d：0004）の具体策を討議するためであった。具体的
には「民心把握ノ具体策」をはじめとする 16 項目が議題にあがった（陸軍省 
1943d：0009-0011）。
　同会議を主催する陸軍軍務課は，出席者に事前に議題について各軍で研究
した上で中央に対する意見を提出することを求め（陸軍省 1943a），当日の会
議ではこれらの意見に対する陸軍省の回答案を出席者に配布した（陸軍省 
1943b）。陸軍省は，同回答案の「民心把握ノ具体策」のなかで，「医療及医
薬対策」の重要性を述べ，医療・衛生については「南方占領地に於ける衛生
行政計画（案）」（以下「衛生行政計画」）によって，各軍に具体的な対策の
方向性を示した（陸軍省 1943b：0381-0384）。「衛生行政計画」の全体的な特
徴は，「原住民」の活用を重視している点である。この陸軍による「衛生行
政計画」のなかで注目されるのは，南方占領地の「原住民」医療関係者の養
成 5 にくわえて，彼らの単独での結社を許容する以下の記述である。
　医師，歯科医師及薬剤師会等ノ結成ニ関シテハ努メテ本邦人ト原住民
トヲ別個ニ結成セシメ両者ノ有機的連携ニ関シテハ特ニ考慮スルモノト
ス。（陸軍省 1943b：0383）
　では，南方占領地において，「原住民」医師をはじめとする医療関係者は
どのような存在であり，彼らの結社を許可するということはどのような意味
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をもつのだろうか。本論であつかうジャワの事例からみてみよう。ジャワ軍
政監部軍医部は，ジャワの「原住民」医師について次のように述べている。
　旧蘭印政府時代ヨリ，医学校ハ「ジャワ」ニ於ケル，唯一ノ最高学府
ナリシヲ以テ，此所ニ養成サレシ医師ハ，最高教育ヲ受ケタルモノトシ
テ，住民間ニ占ムル地位ハ甚ダ高ク，社会的，経済的，文化的ニ原住民
ノ指導的役割ヲ演ジ来レリ。（治集団軍医部 1944：91）
　『ジャワ年鑑』の「衛生」の項目でも「元来医師の社会的地位は旧蘭印時
代より現地住民に高く評価され文化的にも経済的にも常に指導的役割を果し
て来た」（ジャワ新聞社 1944：158）と説明されていることから考えても，ジャ
ワ軍政当局は「原住民」医師たちの社会的地位の高さと住民に対する指導力
を認識していたといえる。また，診察や診療などで，一般住民と衛生・医療
の現場で接触するなかで，一般住民から尊敬の念をもたれていたことも，彼
らの指導力のひとつの源泉となっていたと考えられる 6。
　「原住民」医師たちは，1920 年代には，衛生教育や社会医療の分野に専念
するようになっていた。そして，1930 年代になると，彼らは民族主義者たち
に強く共感し，インドネシア人のあいだのさまざまな状況を改善する医療の
社会的役割について強い確信を示すようになった（Anderson and Pols 2012：
109）。しかし，「原住民」医師は，以下の記述からわかるように，きわめて
少数であった。
　原住民医師ノ養成ハ1851年ヨリ開始セラレタルニモ拘ラズ，戦前「ジャ
ワ」ニ於ケル原住民医師総数ハ僅ニ 648 名（内華僑医師 163 名）ニシテ
他ニ若干ノ枢軸国人，中立国人ニシテ診療ニ従事セル者アリキ。原住民
薬剤師ハ 1 名モナク歯科医師ニアリテモ甚ダ少ク問題トスルニ足ラズ。
平均住民約 10 万人ニ対シ医師 1 名ノ分布状況ニシテ最モ医師ノ集中シ
アル「ジャカルタ」ニ於テハ 1 万 8000 人ニ対シ 1 名，「バンテン」州又「マ
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ヅラ」州等ニ於テハ 24 万人ニ対シ 1 名ノ希薄ナル分布状況ナリ。（治集
団軍医部 1944：91）
　少数のエリートであった「原住民」医師たちは，1911 年にインドネシア医
師会を結成し，専門誌『医学報告』（Medische Berichten），会誌『医学トリビュー
ン』（Medisch Tribune）の発行や，総会を開催するなどの活動を行なってい
た 7。
　したがって，陸軍省が「原住民」医師たちの単独での結社を許可し，軍政
に利用しようという構想が生まれたのは，インドネシア医師会のような既存
の「原住民」による結社の人的・知的資源を活用して，医療という高度の専
門的職能をもつ「原住民」医師たちの動員を効率的に行なおうとしたためと
推論できる。この陸軍省の構想は，意図せざる結果を生んだ。なぜなら，ジャ
ワ奉公会の結社は，専門的職能者の動員であると同時に，潜在的には「原住民」
医師たちの社会的威信の調達という機能もはたしたと考えられるからであ
る。
　また，ジャワをはじめ南方各軍の占領地では「原住民」を軍政要員として
活用することが模索されていた。このことを示すのが，同会議で行なわれた
陸軍次官口演の以下の内容である。
　軍政要員ノ充足ニ関シテハ現地ノ要請ニ基キ極力之ガ実行ニ努メアリ
ト雖モ国内補充源ノ実情ハ自ラ限界アルヲ以テ現地ニ於テハ軍政要員ノ
配置，任務，分担ヲ軍政ノ重点ニ即スル如ク定メ又極力原住民ノ活用ヲ
図リ以テ最小ノ人員ヲ以テ最大ノ成果ヲ収ムル如ク著意スルヲ要ス。（陸
軍省 1943c：0559，下線は筆者）
　この陸軍次官口演から明らかなように，南方各軍の軍政要員を国内人員で
充足することはすでに困難になっていた。なかでも，医療という高度の専門
的職能を有する「原住民」医師の絶対的な不足は，治安の維持や衛生の確保
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をめざす南方各軍の軍政施行にとって大きな課題であった 8。このような背
景のなかで構想された「原住民」医療関係者の結社は，「原住民」医師の絶
対的な不足の根本的な解決にはつながらないとはいえ，まさに「最小ノ人員
ヲ以テ最大ノ成果ヲ収ムル」ひとつの方策といえる。
2. 「ジャワ医事奉公会令」の発令
　ジャワ軍政当局 9 は，1943 年 8 月 3 日に「治政令第 28 号・ジャワ医事奉
公会令」（以下，「医事奉公会令」）を発令した 10。陸軍が「原住民」医療関
係者たちの単独での結社を許可する方針を示した総務部長等会議から 2 ヶ月
後のことであった。
　「医事奉公会令」は，第一章・総則（第 1 条～ 3 条），第二章・会員（第 4
条～ 6 条），第三章・業務（第 7 条～ 10 条），第四章・役員（第 11 条～ 14 条），
第五章・会計（第 15 条～ 20 条），第六章・監督（第 21 条）から構成されて
いる（治官報第 9 号：3-5，Kan Po No.24：4-6）。
　「医事奉公会令」には設立委員会に関する附則が設けられ，第 2 条では同
委員会の設置，第 3 条では同委員会による定款作成，第 4 条では定款の記載
事項と役員氏名ほか必要事項の公告についての言及がみられる（治官報第 9
号：5，Kan Po No.24：6）。
　「医事奉公会令」第 7 条によれば，ジャワ医事奉公会の業務は以下の 6 点
であった（治官報第 9 号：4，Kan Po No.24：5）。
1. 医事関係者ノ智徳ノ練磨ニ関スル事項
2. 医道ノ振作及医業経営ノ改善ニ関スル事項
3. 医療及保健指導ノ普及向上ニ関スル事項
4. 衛生思想ノ啓発及住民ノ体位向上ニ関スル事項
5. 医療及保健指導ノ調査研究ニ関スル事項
6. 其ノ他目的達成上必要ナル事項
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　このほかにも，第 8 条に「医事奉公会ハ軍政監ノ命ヲ承ケ軍政施行上必要
ナル臨時業務ヲ行フ」とあるように，職能を活かしたさまざまな臨時業務へ
の取り組みが期待された（治官報第 9 号：4，Kan Po No.24：5）11。
　「医事奉公会令」が発令されると，ジャワで発行されていた新聞各紙はジャ
ワ医事奉公会の結成について大々的に報じた 12。とくに「アジア・ラヤ」紙
は「医事奉公会令」発令の翌日に，ジャワ医事奉公会の結成とその意義を「医
師の動員」（Mobilisasi Dokter）と題して報じている（Asia Raya 1943.8.4）。
同記事では，インドネシア人だけでなく敵国以外の民族の医師，歯科医師，
薬剤師たちも会員資格を有していることを強調している。ジャワ軍政に領事
待遇で勤務した三好俊吉郎 13 が証言しているように，オランダ統治期におけ
るジャワ社会では各民族間，とくにインドネシア人と華人とのあつれきは大
きかった（三好 2009：124-126）。
　1944 年 3 月に発足するジャワ奉公会では，「五族協和」をかかげて挙国一
致体制をつくりあげ，大政翼賛運動に全民族が参加することが求められた（西
嶋・岸 1959：383-385）。したがって，日本人と敵国以外の全民族の医療関係
者が参加するというジャワ医事奉公会の原則は，ジャワ奉公会のそれを先に
採用したものといえる。
　ジャワ軍政監部衛生局長の佐藤正は，同会の結成について，「アシア・ラヤ」
紙の「医師の奉公を結集」と題された記事 14 で以下のように述べている。
　このジャワ医事奉公会はジャワにおける現地住民の法人として最初の
ものであることを考ふればジャワ医業人の栄誉はこの上もないことで，
従ってその責務はいよゝ重大であることを深く省慮すべきである。（ジャ
ワ新聞 1943.8.20，下線は筆者）
　佐藤が述べているように，ジャワ医事奉公会は日本の占領期ジャワにおけ
る最初のインドネシア人法人組織であった。ジャワ軍政の開始当初，集会・
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結社は，布告第 3 号「言論，行動等ノ制限ニ関スル件」（1942 年 3 月 20 日公
布）で一切が禁止された（治官報第 1 号：2）。その後，集会・結社は布告第
23 号「結社，集会，禁止令一部解除ニ関スル件」（1942 年 7 月 15 日公布）で，
「娯楽ト慰安」，「運動」，「学術・技芸・教育」，「慈善及救済」，「物資配給」
の 5 分野に限って解除された。しかし，解除された同分野の集会・結社にお
いても，事前に必要事項を記入した書面を軍政当局に提出して許可を得るこ
とが求められた（治官報第 1 号：8）。
　このような集会・結社に対する厳しい統制のあり方からみれば，最初の「現
地住民」法人としてジャワ医事奉公会の結社がジャワ軍政当局から承認され
た意義がいかに大きいかがうかがえよう。
　また，佐藤は，ジャワ医事奉公会の会員となる「原住民」医師たちに向け
て次のように呼びかけている。
　民主主義の仮面をかぶった米英蘭の帝国主義によって心の奥まで植え
つけられた態度や精神を，まずは，みなさんが捨て去ることが第一の義
務となります。これからは，みなさんは，東洋を基礎とし「共栄」を重
視する新しい場所に身を挺し，大東亜の家族とともに生きていかなけれ
ばなりません。（Asia Raya 1943.8.11，下線は筆者）
　「原住民」医師たちは，オランダの大学やバタビアの東インド医師養成学
校（STOVIA）など，西洋の思想を基礎とする教育環境の下で学んでいる。
佐藤は，ジャワ医事奉公会の結成にあたって，医師を代表とする「原住民」
医療関係者に，これらの教育機関で培った「自由」や「民主主義」といった
西洋の精神性を捨てて，代わりに東洋や「共栄」の精神を身体化することを
求めているのである。
　のちに結成されるジャワ奉公会では，従来の分割による民族政策を改め，
華人，アラブ人，欧亜混血人の共同体を 1 つの秩序のなかに同化させて，す
べての民族を日本の最高指揮官の指導下に置くことをこころみた（Kanahele 
（ 24 ）
1967=1977:218）。このため，既存の華僑総会，アラブ委員会，インド・ヨーロッ
パ委員会などがジャワ奉公会に吸収された（倉沢 1992: 335）。
　したがって，「共栄」を重視し，大東亜家族ともに生きるという佐藤の言
説は，のちのジャワ奉公会にみられる大政翼賛運動の基本的な理念が，ジャ
ワ医事奉公会のそれにもすでに胚胎していることを示している。
3. ジャワ医事奉公会設立委員会の発足
　「医事奉公会令」の附則を受けて，1943 年 8 月 14 日にジャカルタ医科大学
で，ジャワ医事奉公会設立委員会（以下，設立委員会）が発足した（Asia 
Raya 1943.8.15, ジャワ新聞 1943.8.15）15。設立委員会には，インドネシア人
医師からは，アブドゥル・ラシッドをはじめ 15 名が，ジャワ軍政監部からは，
軍政監・国分新七郎，総務部長・山本茂一郎，衛生課長・佐藤正，ジャカル
タ医科大学長・板垣政参の 4 名が出席した（Asia Raja 1943.8.13）。
　軍政監・国分新七郎は，設立委員会での告示で，軍政当局がジャワ医事奉
公会を結成した理由について以下のように述べている。
　戦争はいまだ続いており，日々，困難な状況になってきている。軍は，
これから多くの困難に遭遇することになる。そのために，我々は常時す
べての困難に備えなければならない。このような状況のなかで，軍は本
島の衛生行政のために諸力を結集することをめざし，ジャワ医事奉公会
設委員会を設置した。（Berita Ketabiban, 5）
　国分のこの見解は，当時のジャワの戦況が次第に困難になっていたことを
物語っている。ジャワでは 1943 年に米穀の強制供出や配給制度が施行され
るなど，すでに経済状況 16 が悪化し，末端の地域住民に食糧増産などの戦争
協力をさらに求める必要性に迫られていた（小林 2006：11）。山中篤太郎と
板垣興一によって実施された中部ジャワのケドゥ州における生活実態調査 17
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でも，1943 年当時の住民生活の困窮ぶりが具体的に報告されている（南方軍
政総監部調査部 1943）。また，1943 年 3 月には，はじめての連合国軍機の飛
来が，東部ジャワの中心都市であるスラバヤでみられた 18。ジャワ医事奉公
会の設立は，このように悪化する戦況や経済状況のなかで行なわれたのであ
る。
　設立委員会は，医事奉公会の設立目的を以下のように述べ，その要点を 5
点にまとめている（Berita Ketabiban 1944：XVI，下線は筆者）。
　医事奉公会設立の目的は全ジャワの医者が協力一致して以て大日本軍
政の発展強化に尽力せんとするものなり。
1. ジャワ住民の健康増進を図る。
2. 医業の向上発展のために研究努力する。
3. 医者の奉公精神を喚起する。
4. 医術の向上発展を図る。
5. 衛生学の進歩向上のために医学及び薬学を研鑽する。
　5 点のうち，3 番目の「医者の奉公精神を喚起する」という設立目的の要
点は，上述の戦況や経済状況のなかで，「全ジャワの医者が協力一致して以
て大日本軍政の発展強化に尽力」することが喫緊の課題になっていたことを
示している。既述の佐藤の西洋の精神性を捨てて，代わりに東洋や「共栄」
の精神を身体化するという見解にくわえて，ここでは，日本の大政翼賛運動
でさかんにいわれた「滅私奉公」という精神性の獲得が表明されている。こ
の点からも，ジャワ医事奉公会が，後のジャワ奉公会の精神性をすでに重視
していたことがわかる。
　同委員会はその約 2 週間後の 1943 年 8 月 27 日に，「医事奉公会令」附則
のとおり「ジャワ医事奉公会公告」（以下「医事奉公会公告」）をだして，役
員氏名と定款を公表した（治官報第 10 号：24-26）。
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　定款によれば，ジャワ医事奉公会の設立目的は，「ジャワニ於ケル医事関
係者ヲ結集シ其ノ知徳ノ練磨ト医療及保健指導ノ普及向上ヲ図リ大日本軍ノ
医事行政ニ積極的協力ヲ為スヲ以テ目的トス」（第 1 条）とされた。
　会員資格は「ジャワ在住ノ日本人ニ非サル医師，歯科医師及薬剤師ハ医事
奉公会ノ会員トナルモノトス但シ敵国人ハコノ限ルニ在ラス」（第 4 条）と
され，日本人および敵国人以外の医師・歯科医師・薬剤師は例外なく会員と
なることが求められた。
　設立委員会は，アブドル・ラシッドを会長とする執行部を選出し，ジャワ
医事奉公会の正式の結成を内外に示す設立大会に向けて準備を進めることに
なった。
4. ジャワ医事奉公会設立総会
　設立委員会からおよそ 2 週間後の 1943 年 8 月 30 日に，ジャワ医事奉公会
設立総会が開催された 19。一般総会には 199 名，会議には 51 名が出席した
（Berita Ketabiban, 19-24）。
設立総会では，以下の宣誓が表明された。
　大日本はアジアの欧米勢力を駆逐せり。吾々ジャワ医事奉公会会員は
大日本軍政の円滑なる発展強化のために協力一致全力を尽し，大東亜の
建設に邁進することを誓ふ。（Berita Ketabiban, XVII）
　この宣誓文は，設立委員会で示された設立目的とほぼ同一であり，「大日
本軍政の円滑なる発展強化のために協力一致全力」を尽くす奉公精神が高く
掲げられている。
　ジャワ医事奉公会会長に就任したアブドル・ラシッド 20 は，設立総会の開
会の辞で，出席した医師たちに向けて以下のように述べている。
日本占領期ジャワにおける大政翼賛運動の嚆矢 （ 27 ）
　東洋の原理は個人主義ではありません。また，じしんの利害を重視す
ることでもありません。東洋の原理とは，共栄のために家族となること，
ま た， 協 同 す る こ と で す。 こ れ は， 上 位 者 に 敬 意 を 払 い， 友 情
（persahabatan）を広め，下位者を助けることを意味します。（Berita 
Ketabiban, 26）
　東洋の知恵にもとづいた隣人愛（persaudaraan）の原理のもとで共に
働きましょう。国と民族への愛は，すべての力の犠牲と同意であること
を私たちは忘れてはなりません。（Berita Ketabiban, 27）
　設立委員会で示された奉公精神という東洋の原理が，ここでも強調されて
いることが確認できる。アブドゥル・ラシッドは，既述のように，オランダ
統治期にインドネシア医師会会長を務め，植民地議会（Volksraad）議員も務
めた人物であった（Gunseikanbu 1944：300）。1911 年に結成されたインドネ
シア医師会は 1930 年代に入ると衰退していたが，会長であるアブドゥル・
ラシッドのリーダーシップによって，1938年と1940年に総会を開催するなど，
同会は活動を再び活発化させた（Anderson and Pols 2012：109）。 さらに，
アブドゥル・ラシッドは，日本占領期に入っても，衛生局参与，中央参議院
議員などの要職に就いている（Gunseikanbu 1944：300）。
　したがって，オランダ統治期から日本占領期まで，医師としての職能と指
導力を発揮して華々しい経歴を誇ったアブドゥル・ラシッドを，軍政当局が
ジャワ医事奉公会の会長に任命したことは，既存のインドネシア医師会の指
導体制を継承し，ほかの医師たちの動員を容易にする目的があると考えられ
る。
　アブドゥル・ラシッドの開式の辞のあと，来賓として出席したスカルノは，
以下のように祝辞を述べている。
　ご存知のとおり，現在，国民，医師，教師，弁護士など，すべての社
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会集団は 1 つになっています。これらは，とくに全インドネシア民族，
また広くは大東亜民族の聖なる義務です。そのなかでもとくに重要なの
が医師の結社です。なぜなら，医師の集団は国民にとって特別の地位を
占めるからです。（Berita Ketabiban, 28，下線は筆者）
　スカルノは，インドネシア人医師たちがオランダ統治期にきわめて高い地
位を占めていた社会層 21 であったことをふまえて，彼らが大東亜戦争完遂の
ために結社する社会的意味が大きいことを強調している。スカルノは，当時
のジャワで行なわれていた民族総力結集運動（プートラ）22 の中心者であっ
た。プートラには「衛生課」が設けられ，複数のインドネシア人医師たちが
軍政当局の衛生・医療に関する宣撫工作に協力している（Frederick 
1956=2009：62）。したがって，スカルノは，ジャワ医事奉公が結成される以
前に，インドネシア人医師たちが軍政当局の施策に協力する様子をつぶさに
観察していたことがうかがえる。 
　続いて，華僑総会，アラブ委員会，インド・ヨーロッパ委員会の代表が祝
辞を述べた（Berita Ketabiban, 29-31）。このことは，日本人と敵国以外の全民
族の医療関係者が参加するというジャワ医事奉公会の参加原則に即したもの
といえる。ジャワ奉公会に先駆けて志向された全民族参加の原則が，ジャワ
医事奉公会では設立総会から貫徹されていることが改めて確認できる。
　ジャワ医事奉公会の設立総会以降も，同会の医師たちは，奉公精神や滅私
奉公といった精神性や理念を体現することが求められた。このことを傍証す
るのが，ジャワ軍政監部軍医部によるジャワ医事奉公会についての以下の説
明である。
　現（ママ）住民ノ医師，薬剤師，歯科医師ニ対シテハ，ソノ活動ヲシ
テ軍政ノ目的ニ即応セシメ，奉公ノ誠ヲ尽サシムル如ク指導セシ結果，
昭和十八年八月「ジャワ」医事奉公会結成ヲ見，軍政ニ対シテ全面的ニ
協力尽瘁スルニ至レリ。（治集団軍医部 1944：58，下線は筆者）
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　官吏タルト否トヲ問ワズ，「ジャワ」ニ於ケル医事関係者（医師・歯
科医師・薬剤師ノ総力ヲ結集シ，各自ノ智徳ヲ練磨シ，医療及保健指導
ノ普及向上ヲ図リ，以テ軍衛生行政ニ積極的ニ協力センガ為，昭和十八
年八月発会ス。「ジャカルタ」市ニ本部ヲ置キ，各州毎ニ支部ヲ結成ス．
旧蘭印時代ノ自由主義的観念ヲ一掃シ，軍政ニ滅私奉公ノ誠ヲ致シツツ
アリ。（治集団軍医部 1944：91，下線は筆者）
　上記の「奉公ノ誠ヲ尽サシムル如ク」，「旧蘭印時代ノ自由主義的観念ヲ一
掃シ」，「軍政ニ滅私奉公ノ誠ヲ致シ」という表現は，本論で論じてきたジャ
ワ医事奉公会の精神性や理念をそのまま縮約しているといえる。そして，こ
れらの精神性・理念は，全民族を動員する「五族協和」という参加原則と並び，
1944 年 3 月に発足したジャワ奉公会でも喧伝された。 
　ジャワ医事奉公会設立総会翌日の 9 月 1 日には，「治政令 32 号・医師免許
登録令」，「治政令 33 号・歯科医師免許登録令」，「治政令 35 号・薬剤師免許
登録令」がそれぞれ発令され，ジャワにおけるすべてのインドネシア人医師，
歯科医師，薬剤師に免許登録が義務づけられた（治官報第 10 号：4-7）。これ
らの免許登録制度は，「医事奉公会令」および「医事奉公会公告」を実効化し，
ジャワの医療従事者の職能を軍政に効率的に動員するために必要な法的整備
であったと考えられる 23。
　ジャワ医事奉公会は，「治政令 32 号・医師免許登録令」，「治政令 33 号・
歯科医師免許登録令」，「治政令 35 号・薬剤師免許登録令」の発令によって，
組織だけでなく法令の面からも，日本占領期ジャワにおける大政翼賛運動の
最初の組織体になったといえる。
結語
　本論の知見を以下に簡単にまとめてみよう。
　ジャワ医事奉公会は，陸軍の「原住民」医療関係者の結社の容認方針，南
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方占領地における邦人の軍政要員の不足，ジャワの戦況・経済の悪化という
背景のなかで結成された。
　インドネシアでは「原住民」医師はきわめて少数のエリートであり，社会
的地位が高く，一般住民に対しても大きな影響力があった。ジャワ医事奉公
会は，医師・歯科医師・薬剤師という専門的職能をもつ医療関係者を動員し，
軍政の施策への協力を求めるものであった。また，ジャワ奉公会の結社は，
専門的職能者の動員であると同時に，潜在的には「原住民」医師たちの社会
的威信の調達という潜在的な機能もはたした。
　ジャワ医事奉公会では，日本人と敵国人以外の全民族の医療関係者の参加
が求められた。これは，のちに結成されるジャワ奉公会の「五族協和」の参
加原則を先取りするものであった。また，ジャワ医事奉公会では設立準備か
ら結成時，そして結成後も，一貫して「奉公精神」「滅私奉公」などの精神性・
理念が強調された。これらの参加原則，精神性・理念は，1944 年 3 月に発足
したジャワ奉公会でも喧伝された。
　以上から，ジャワ医事奉公会は，組織構成や運動の理念・精神性から判断
して，日本占領期ジャワにおける大政翼賛運動の嚆矢といえる。
　本論の課題は，3 点ある。
　まず１つは，ジャワ医事奉公会とほぼ同じ時期に結成された翼賛団体―
1943 年 8 月 8 日結成の華僑総会ジャカルタ支部（ジャワ新聞 1943.8.9），1943
年 8 月 20 日結成のジャワ体育会（Kan Po No.26：31-34）と，ジャワ医事奉
公会の理念・精神性の異同を比較することである。ジャワ医事奉公会で強調
された「奉公精神」「滅私奉公」などの精神性や理念が，ジャワ体育会，華
僑総会でも求められたのかどうかをあとづけてみたい。
　2 つは，本論では法令の提示にとどめたジャワ医事奉公会の事業・機能の
詳細な分析である。とくに，医療という高い専門的職能をもつ「原住民」医
師たちが，ジャワ軍政にとりこまれていくコープテーションの過程に焦点を
あててみたい。
　3 つは，1944 年 3 月のジャワ奉公会の結成以降，ジャワ医事奉公会がジャ
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ワ奉公会のなかでどのような位置づけにあったのかを分析することである。
まずは，ジャワ医事奉公会の機能や活動がジャワ奉公会の発足後にどのよう
なものになったのかを確認してみたい。
［注］
1　 本論では，ジャワ医事奉公会の設立過程に焦点をあてる。ジャワ医事奉公会の業
務内容，機能，同会執行部のプロフィールなどについての詳細は別論に譲る。
2　 本文書は，オランダ国立戦争・ホロコースト・ジェノサイド研究所（NIOD）に所
蔵されている。
3　 インドネシア語名は” Berita Ketabiban Madjalah dari Djawa Izi Hoo Koo Kai” である。
4　同会議には南方各軍の総務部長，参謀，商業・会計部長などが出席した。ジャワ軍
政監部からは，顧問・林治郎と北島謙次郎，総務部長・山本茂一郎，司政官・天日
光一が出席した（陸軍省 1943d：0032）。
5　 「原住民」医療関係者の政策的養成についての詳細は，近刊の拙論（小林 2018）を
参照。
6　 オランダ統治期の，衛生・医療サービスに「原住民」医師がどのように参与して
いたかについては，これらの論考（Schoute 1937, Hydrick 1937;1944, Hesselink 2011）
を参照。また，オランダ政庁の衛生対策のありようについては同庁衛生局の風土病
対策に関するレポート（Netherlands Indies Medical and Sanitary Service 1929）が参
考になる。
7　 オランダ統治期のインドネシア医師会の活動の詳細については別論を期す。
8　 ジャワでは，この陸軍の「原住民」活用の方針がだされる 2 ヶ月前の 1943 年 4 月に，
ジャカルタ医科大学が開学している。同大学の開学理由は「ジャワ衛生の確立といひ，
民生安定といひ，すべて医師ならびにこれが補助職員の補給養成による普及に依存
すること大であるがため」（ジャワ新聞社 1944：158）であった。
9　 ジャワ軍政における医事・薬事行政は衛生局が担当した。軍政開始当初，衛生局
は滋養課・医事課・薬事課の 3 課体制であったが（爪哇軍政監部 1943），後に医事
課と薬事課の 2 課体制になった（爪哇軍政監部 1944）。一方，日本占領期ジャワの
地方における医事・薬事行政の詳細は明らかになっていない。
　　筆者が入手したスラバヤ州庁の史料では，内政部のなかに厚生課が置かれていた。
同州の厚生課があつかう事項は 7 項目からなり，このうち衛生・医療に関するもの
としては，「一般衛生及防疫ニ関スル事項」，「医薬品医療資材ニ関スル事項」，「医師
薬剤師ノ指導監督ニ関スル事項」の 3 つの規定が確認できる（スラバヤ州庁 1943）。
10　「医事奉公会令」発令後，新聞・雑誌はジャワ医事奉公会の結成に関する記事を数
多く掲載した。新聞・雑誌報道の一例は以下である。
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　　治政令第 28 号によって，ジャワ医事奉公会が結成されることになった。結成
の目的は医師たちの知識形成と人格向上，および，公の利益のための製薬・衛
生分野の能力の拡大・向上，くわえて，大日本の軍政に対するさらなる貢献で
ある。（Asia Raya 1944.8.4）
　　8 月 3 日ジャワ医事奉公会が結成されることゝなった。まづ健康だ，会の活
躍に期待するところ頗る大きい。（ジャワ・バル 1943, No.16：9）
　　ジャワにおける最初の現地住民法人で内地の医師と同様，ジャワ在住の医事
関係者（日本人を除く）の総力をあげてわが医事行政に積極的協力を行ふ。（ジャ
ワ新聞 1943.8.4）
　　8 月 3 日　全島 7 百名の医師，歯科医薬剤師を網羅して医事奉公会結成さる。
（ジャワ・バル 1943, No.24：5）
　医学界にも決戦態勢　ジャワ医事奉公会結成
　医療及び保健指導の普及向上を図るとともに軍政監の命を承け軍政施行上必要
なる臨時業務，例へば防空下における医療隊の編成などジャワ医学界の決戦態
勢を確立せんとするもの。（ジャワ新聞 1943.8.4）
11　ジャワ医事奉公会の 1944 年度の活動大綱については，”Rantjangan Pekedjaan Djawa 
Izi Hookoo Kai oentoek Tahun Syoowa 19 (2604)” を参照。全体で 6 点にわたって，
1944 年度の同会の活動大綱が示されている（Kan Po No.53：18-19）。
12　ラジオ・トウキョウは，ジャワ医事奉公会の結成を海外向け放送（英語）で報じ
ている（United States, Office of Strategic Services, Research and Analysis Branch, 
1945：325）。
13　後藤乾一は，三好を「戦前・戦中期を通じ外務省きってのインドネシア（蘭領東
印度・蘭印）専門家」（後藤 2009：5）と評している。
14　 引用部分の初出は 1943 年 8 月 11 日発行の「アシア・ラヤ」紙である。内容から
判断して「ジャワ新聞」の記事は，「アシア・ラヤ」紙の当該部分を日本語に翻訳し
たものと考えられる。
15　 設立委員会の式次第は以下である（Berita Ketabiban, 4）。
1. 開式の辞
2. 国民儀礼
3. 軍政監告辞
4. 演説　アブドゥル・ラシッド
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5. 設立委員任命
6. 定款についての討議
7. 演説　衛生局長・佐藤正
8. 閉式の辞　モフタル
9. 懇親会（内務部長および衛生局長の招待による。7 時半開始。）
設立委員会についての記事も新聞に数多く掲載された。以下はその一例である。
　　「廿九日創立総会―医事奉公会委員会開く」 
　　14 日午前 10 時からジャカルタ医科大学で学長室に軍政監はじめ山本総務部
長，野村企画課長，佐藤正衛生局長らが出席して開会。軍政監訓示のあと，ア
シキン教授ら 13 名の委員の手によって定款，事業方針，役員などが審議決定。
認可後，29 日に創立総会を開く。（ジャワ新聞 1943.8.15）
16　1943 年当時の経済状況の悪化については，ジャワ軍政監部の 1942 年度と 1943 年
度の一般会計予算の異同をみると明らかである。1942 年度予算は 225,591,621 ギル
ダーであるが，1943 年度予算では，経常部と臨時部合わせて 252,626,273 ギルダー
と前年比 27,034,652 ギルダー増であった。しかし，歳入に占める割合がもっとも大
きい税収では，1942 年度予算が 85,992,400 ギルダーであったのに対して 1943 年度
予算では 82,437,000 ギルダーと 3,555,400 ギルダーのマイナス計上となっている（治
集団軍政監部 n/d）。
17　 本資料には調査時期は明記されていないが，資料の発刊が 1943 年 7 月であるこ
とから，1943 年の上半期に調査が実施されたと推測される。
18　 ジャワにおける連合国軍機の最初の飛来は 1943 年 3 月 13 日のスラバヤ上空であ
る。このときは，爆撃などはなく，電単を散布して去っている（防衛庁防衛研修所
戦史室 1976：95）。
　　ジャワ軍政当局は，これに対して 7 月 16 日から 25 日にかけて全ジャワで大規模
な防空演習を実施する指令をだした（Kan Po No.23：6-7）。ジャワ軍政当局が示した
防空演習の内容は 6 点にわたっているが，このなかには，「傷を負ったものに対する
応急処置」（Kan Po No.23：6）が含まれている。防空時の応急処置にジャワ医事奉
公会を活用しようとすることについては，以下の軍政当局の見解からも明らかであ
る。
　　医療及び保健指導の普及向上を図るとともに軍政監の命を承け軍政施行上必
要なる臨時業務，例へば防空下における医療隊の編成などジャワ医学界の決戦
態勢を確立せんとするもの。（ジャワ新聞 1943.8.4，下線は筆者）
（ 34 ）
　　非常災害時ニ於ケル医療救護ヲ担当セル「ジャワ」医療団ノ中心体トシテ原
住民ノ医療救護ノ完璧ヲ期シアリ。（治集団軍医部 1944：58，下線は筆者）
19　設立大会は以下の式次第で開催された（Berita Ketabiban, 17-18）。
Ⅰ 式典の部
1. 開式の辞
2. 国民儀礼
3. 告辞および訓示
4. 宣誓書朗読
5. 会長演説
6. 医事奉公会執行部の挨拶と自己紹介
7. 祝辞披露
　a. インドネシアの部
　b. 華人の部
　c. 電報・書状披露
8. 休憩
Ⅱ 医事奉公会設立会議
第 1 部
1. 医事奉公会設立委員会に関する説明
2. 討論
　a. 活動大綱
　b. 大日本軍に対する感謝状の作成
第 2 部
1. 演説　佐藤衛生局長
2. 演説　A. モフタル博士・ジャカルタ医科大学教授
3. 映写
4. 閉式の辞　A. モフタル博士・ジャカルタ医科大学教授
終了後，万歳三唱
　　設立大会に際して，日本医事奉公会からも「貴会ノ発足ニ當リ厳タル御活躍ヲ祈ル」
（Berita Ketabiban, 18）との祝電が届けられた。
20　アブドゥル・ラシッドは，ジャワ医事奉公会の結成を伝えた「アシア・ラヤ」紙
の「インドネシアの医師と医事奉公会の設立」と題された記事で次のように述べて
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いる。
　　多くの会員は，オランダ統治期のインドネシア医師会が，西洋的な民主主義，個
人主義，自由主義にもとづいていたことを忘れている。（Asia Raya 1943.8.13）
　　立場上の制約や紙面のプロパガンダ性を措いても，オランダ統治期から日本占領
期まで，医師としての職能を発揮して華々しい経歴を誇ったアブドゥル・ラシッドが，
みずからが会長を務めたインドネシア医師会について自己批判的な言辞を表してい
ることは注目に値する。なぜなら，彼のことばは，ほかの医師たちにジャワ軍政当
局がジャワ医事奉公会を結成した象徴の示威として受け止められるからである。
21　オランダ統治期のインドネシア人医師たちの社会的地位の高さと，日本占領期に
おける彼らの政治的動員についての詳細は，近刊の拙論（小林 2018）を参照。
22　同運動の性格，組織，実行方法などについてスカルノらとの協議に加わった三好
俊吉郎によれば，同運動は「全ジャワの住民総力を結集」（三好 2009：85）した軍
政協力のためのものであった。
23　ジャワ軍政監部内務部が作成した 1943 年 9 月の「軍政監部業務実施一覧表」にも，
「治政令 32 号・医師免許登録令」，「治政令 33 号・歯科医師免許登録令」を公布・施
行した旨の記載が確認できる（内務部 1943）。さらに，ジャワ軍政当局は，オラン
ダ統治期に薬剤助手の免許を持ち，過去 5 年以上の医療関係業務に従事した経験の
あるインドネシア人を正規の薬剤師に登用する道を開いた（ジャワ新聞 1943.9.2）。
この結果，1943 年 11 月と 12 月に薬剤師試験が実施され，州長官が推薦した受験資
格者 52 名のうち，20 名が薬剤師として合格した（ジャワ新聞社 1944：163）。
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